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①こどもに対する暴力をなくす行動計画の改定
国際枠組み（旧「子どもに対する暴力撲滅グローバル・パートナーシップ（GPeVAC）」）

参加を契機として、2021年8月に初めて策定された子どもに対する暴力撲滅行動計画（旧称）
（以下「旧計画」という。）について、４年度ぶりの改定を行った。

改定に際しては、旧計画策定以降の、こども家庭庁の発足、こどもの意見反映の仕組み（こ
ども若者★いけんぷらす）の設置、こども基本法（令和 4年法律第 77号）の施行、こども
性暴力防止法の成立、その他①虐待②性的搾取等・性暴力③いじめ④体罰に関する各府省庁
の様々な取組の進展等を踏まえ、記述を大幅に更新した。
例えば、虐待については、児童福祉法等の改正による虐待を受けた児童等への対応の強化

や「新たな児童虐待防止対策体制総合強化プラン」等に基づくこども家庭センターの設置促
進や児童福祉司の配置の増員等を図り、性的搾取等・性暴力については、いわゆる性交同意
年齢を 16歳未満とする刑法の改正や、教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関す
る法律（令和３年法律第 57 号）及び同法に基づく基本指針を踏まえた必要な取組の推進、
こども性暴力防止法の施行準備、青少年のインターネット利用環境の整備を行い、いじめに
ついては、「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」（平成 29年３月文部科学省作成、
令和６年８月改訂）の改訂や「いじめ防止対策の更なる強化策」（令和６年 11月いじめ防止
対策に関する関係省庁連絡会議決定）の取りまとめ、情報モラル教育の充実を図り、体罰に
ついては、「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」（令和
7年 12月文部科学省作成）や体罰によらない子育てについての周知等を記載している。
また、こどもまんなかの視点から、こどもに分かりやすいよう名称を変更したほか、グラフ・

表、画像を用いて読みやすくし、改定に当たっては、市民社会やこどもたちからの意見も積
極的に取り入れた。
引き続き、関係府省庁や関係者との連携を進めつつ、取組を確実に進めていく。

② 2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）
2025 年８月６日～７日の２日間、大阪・関西万博において「国連を支える世界こども未

来会議」が開催された。６日に実施された「ピースコミュニケーション宣言セレモニー」で
は、世界のこどもたちが平和について考え、平和な世界を作っていくためのアイディアを集
めた「ピースコミュニケーション宣言」に、三原じゅん子こども政策担当大臣（当時）が見
届け人として署名し、同宣言はこどもの代表から国連事務総長の代理として出席した国連児
童基金（UNICEF）の東京事務所代表に提出された。また、エンディングで三原大臣が挨拶
を行い、広島への原爆投下から 80年を迎える日に「ピースコミュニケーション宣言」の提
出を見届けたことの意義や、こどもの人権やこどもたちの様々な意見を聴き、受け止めるこ
との重要性等について発信した。
さらに、同会議の会期中、こども家庭庁ブース「ジーン＆ケーンのけーんりさがし」を出

展した。ブースには、約 2,000 名のこどもと大人が訪れ、「こどもの権利」を宝探し形式で
学ぶ体験をした。

諸外国との政策対話や交流事業等による
国際協力の推進ダイジェスト②
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図表 1-2-4 ブースの様子

図表 1-2-3 「ピースコミュニケーション宣言」の様子
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また、特別な支援が必要であ
るなど会場に行くことが困難な
こどもたちやその家族を含め、
万博の来場に不安を抱える方に
対し万博来場に係るより具体的
で安心できる材料を提供するた
めにテーマパークやパビリオン
等のバリアフリー関連の調査を
実施した。
その中で、こども視点の気付

きや考え方を調査に反映させる
ため、「こども若者★いけんぷ
らす」の仕組みを活用し、公募
した小学１年生から高校生年代
のこども・若者が、大阪・関西
万博においてどのような体験を
したいか、どのような会場な
ら利用しやすいか等、ワーク
ショップ形式で議論する機会を
設け、意見を募集した。
募集した意見は、調査の内容及びその調査結果を基に作成した、万博会場のバリアフリー

や会場内を巡るコースのイメージ、多様なニーズに応じた支援・サービス等の情報をまとめ
たインフォメーションリーフレット（2025 年 5月）に活用したほか、意見反映の結果を取
りまとめた報告資料を 2025年 9月に公表した。

図表 1-2-5 こども・若者の意見聴取の様子




